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研究成果の概要（和文）： 

本研究は 20 世紀の中国現代文学がアジア各地域でどのように受容され、その結果が各地域間
でどのように越境・変容していくかを探る多面的、多層的な研究である。この視点に基づいて、
五四時期新文学から文革後の新時期文学、更には台湾文学・香港文学・南アジアの文学までを
見渡して受容や交流の過程を探るため、2010 年度に各地域の中文文学研究者を招聘して「第八
回東アジア現代中文文学国際シンポジウム」（於：慶應義塾大学）を開催、更に 2011年度には
その研究と議論をまとめた学術論文集『跨海的東亜現代文学：漂泊・流亡・留学』を刊行した。
この一連の研究活動を通して、中国語が越境することで生成する「中文文学」という新たな枠
組みについて研究展望を切り開くことができたことも成果のひとつに上げられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This is a multisided and multilayered project which explores how Chinese modern literature 
in the 20th century has been accepted in each region of Asia, and how the result has crossed 
the border between each region and eventually transformed itself in the local region.  
In order to research the acceptance and exchange history using this viewpoint to survey 
modern literature from the May-Fourth Movement to the new era after the Cultural 
Revolution as well as modern literature in Taiwan, Hong Kong, South Asia and so forth, 
“The 8th international conference on modern Chinese literature in East Asia” to which 
scholars on Chinese literature from different regions were invited, took place in 2010 
at Keio University. The papers were published in 2011 as “Crossing borders in modern 
literature in East Asia: wandering, exile, and study abroad” which reflects each study 
and discussion. Another result of this project is to clarify the prospects of generating 
the new framework as “literature in Chinese” after the Chinese language itself has 
crossed the border between each region. 
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１．研究開始当初の背景 
日本国内において中国現代文学を研究する
場合、従来は双方の固有性に着目して日本と
中国という二つの国家の歴史や政治の座標
軸上で接点を探るものが多かった。だがアジ
アの近代史を見れば、単に日中二国間の相互
関係を論じるだけでは両国の近代史の全体
像を立体的に解明することができないこと
は明らかであり、文学も近代化体験の実質と
して捉えるならば、アジア各国・地域が帝国
主義、資本主義、社会主義、植民地、占領地
など国家形成や支配形態を異にしながら、相
互に影響し合って近代化体験を行い、またそ
の中で自立した近代文化圏を形成してきた
という文脈において論じる必要がある。すな
わち日本において中国現代文学がどのよう
に受容されたかを一面的な歴史として考え
るのではなく、二国間であっても受容は多面
的、多層的であり、時として相互通行的な交
流場面があったことに着目する必要がある。
また一方アジア各地域で近代化体験として
立ち上がってくる近代文学と中国現代文学
との関連を歴史的、社会的視点で参照しなが
ら、日本や中国を含めたアジア全体の近代文
学の問題として考えることが重要である。 
 
２．研究の目的 
まず魯迅を含めて 20 世紀の中国現代文学の
各作家が、アジア諸地域でどのような社会的、
歴史的状況の中で、どのように受容されたか
を具体的事例に基づいて調べることが必要
である。ここでは対象となる中国現代文学の
時間幅を 20 世紀全体と設定して、五四時期
新文学から文革後の新時期文学までを見渡
して受容や交流の過程を探ることが大きな
目的となる。そのために基礎作業としてアジ
ア諸地域で中国現代文学がどのように翻訳
されたか、或いは華人社会の中でどのように
出版されたかを整理する。これには各国の研
究者の研究協力が必要になろう。こうした基
礎研究の上にアジア諸地域の受容のあり方、
また、各地域によるその受容の特徴・偏差に
ついて具体的事例をもとに明らかにする。例
えば魯迅の受容にしても、日本とその植民地
朝鮮・台湾では当然ながら同質な部分と異質
な部分があるはずであり、シンガポールや南
アジアでは華人アイデンティティとの関係
が重要となる。つまり通時的研究と共時的研
究の接点を探ること目指すことになる。 
 
３．研究の方法 
初年度の 2009 年度はアジア各地域の中国現
代文学受容の実態解明という基礎的研究と
そのための資料蓄積を目標とする。研究対象
地域は日本、韓国、台湾、香港、シンガポー
ル、マレーシア、極東ロシア、オーストラリ
ア、及び中国国内とし、また対象作家や文学

潮流については各研究者の従来の研究蓄積
を踏まえて、それを発展させる形で行う。二
年目の 2010 年度は各国の研究者を招いて国
際シンポジウムを開催して、アジア各地域の
受容研究を並列して検討した上で、相互の伝
播・越境・関与について討論を行う。これは
同時にアジア各地域の研究者に日本の中国
現代文学研究を認識してもらう機会にもな
る。三年目の 2011 年度は、基礎研究とシン
ポジウムの討論の成果をまとめて論文集と
して刊行する。 
 
４．研究成果 
2009年度は各人が個別研究を進める一方、東
京中国現代文学研究会、東京台湾文学研究会、
日吉中国現代文学研究会等の研究会活動を
通じて、研究発表や研究蓄積を行い、次年度
の準備を行った。2010年度は五四時期新文学
から文革後の新時期文学、更には台湾文学・
香港文学・南アジアの文学までを見渡して受
容や交流の過程を探るため、各地域の中文文
学研究者を招聘して「第八回東アジア現代中
文文学国際シンポジウム」（於：慶應義塾大
学）を開催、更に 2011 年度にはその研究と
議論をまとめた学術論文集『跨海的東亜現代
文学：漂泊・流亡・留学』を刊行した。この
一連の研究活動を通して、中国語が越境する
ことで生成する「中文文学」という新たな枠
組みについて研究展望を切り開くことがで
きたことも成果のひとつに上げられる。研究
参加者の個別研究論文は以下５に具体的に
記載する。なお、この研究を通じて得られた
成果は、歴史問題が常に外交問題化するアジ
アとの今後の文化交流、ひいては世界との文
化交流にも資するものとなるはずである。 
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